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ペーター・ピクセルにおけることば遊びについて
　　　　　　　一。Kindergeschichten‘‘のひとつの世界一

日 野 安 昭．

外　国　語　教　室

（1980年9月5目　受理）

Sprachspiel　bei　Peter　Bichsel

－eine　Welt　selner，Klnde平geschichten“一

　　　　　Yasuaki　HINO

86筋勿σ7467〃θ〃46πsρ7σo加％

（Received　September　5，1980）

　　Mit　der　genauen　Untersuchung　von　Peter　Bichsels　Geschichte。Ein　Tisch　ist　ein　Tisch“，　die

唾nsei。，m　d，itt，。　B・・h，Ki・derg・schl・ht・・“・・n　1969・・th・lt・n　i・t，　b・ab・1・htigt　der　Verfasser　des

vorlieg6nden　Aufsatzes，　die　Ste11ungnahme　des　Dichters　zur　Sprache　und　seine　Auseinandersetzung

．mit　dem．　verlorenen　Verhaltnis　zwischen　Sprache　und　W1rklichkeit　deutlich　zu　machen．

　　In．　dieser　Geschlchte　erzahlt　Peter　Bichsel　von　eineln　31ten　Mann，　der　die　Dinge　anders　benennt

．ulld　dadurch　eine　Welt　verandert．　Dleser　Mann，　der　bislang　keihe　eigentliche　Sprache　f丘r　die

Wlrklichkeil　hatte，　kann　letzt　eine　neue　Sprache　hab年n，，die　ihm　ganz　allein　geh6rt“，　indem　er　mit

dem　Wortsplel　beginnt．．Sein　Sprachspiel　f雌hrt　ihn　doch　notwendigerweise　zu　keiner　Verstandigung

mit　den’anderen　und　zu　seiner　Verelnsamung．

　　Def　al士e　Ma血n．stellt　die　Sprache，　das　Sicherste，　in　Frage　und　versucht，　den　Be串tehenden．

Schwlerigk¢iten　zu　machen．　Scho血　in　seiner　Kindheit　muBte　er　das　gleiche　Kleid　wie　das　der

E，W・¢hsen・n　trag・n．　Ei・Kl・id　b・母・・t・t・nd・ymb・li・iert・i・・W・lt；hier　di・W・1戸・der　di・．

E・寅ach・e・・n　l・b・章．　V・p　Ki・dh・it　an　w・士er　gezw・ngen，・i・h　i・di・W・lt　der「E・wa・hsen・n・dラ・i・

d。r． O，dnuhg　l。b，nd・n，・u・t・ll・h・nd　kb・・t・bi・her　g・・k・i・・G・i・g・nh・it．血・d・・，　die　e・tsch・id・・d・

F・・gezu・亡・ll・n，w・r・reig・・tli・専i・t鹿・dse量…IL耳・nb・freitih・d・・h　d・・W。ft・pi・1・・nd・mr

Z吻g睡春・passu・g　an　di・best・h・nd・0・dnu・・Di・s　i…1・・sei・V・rs・・h母es　Gespf註。＃s　mi面ch

seib歳11nd　seine‘Bestrebung．μ卑die　e1gene　verlorelle　Identitat．

　ぺ門ター・ゼクセルの三番目の作品Kindergeschichten

の世界の魅力のひとつは「ことば遊び」にある6．とはい．

っても多彩な言語的操作がなされるわけではない。多種

多様といわれ．ることば遊びのなかでもごく単純なもの．で

ある。たとえばこごでとり．あげようとする「テーブルは

テいブルゴEin　Tisch．．ist．ein　Tischでは物の名前の呼び

かえだけである。しか．しながらゲことばというものは社

会のなかにあってもっとも確固としたものであるだけに，

それが問題にされて揺すぶられるとき，遊びそのものが

どんなに単純であって．も，そこには重大な問題が含まれ

ている6ζとぽ遊びはときにその遊びの主体者の知識と

経験の全面的な組みかえを要求することがあ．るからだ。

　本稿ではこの小品を仔細に検討して，ことば㊧遊びを

とおしてピクセルが意図したところのことやピクセルの

ことばに対する姿勢を明らかにしたうえで，そこから浮

かび出てくる現代の人間のおかれた状況をみ．てみたい。

　ここで語られるのは「ことば」を失ったひとりの男．の

話である。年老いたこの男はひどく疲れている。「疲れ

すぎていて微笑むこともなく，疲れすぎていて腹をたて

ることもない．。」（S．21）笑いも．怒りも失い，感情をなく

した疲れた表情を浮かべている。身を「灰色」一色で包

み，灰色の帽子，灰色のズボン，灰色の上衣をつけ，冬
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には灰色のマントをまとう。それは内面の孤独と諺屈し

た心情を我々に示すかのようだ。老人の「首は細．く，そ

の皮膚はかさかさに乾き，シワだらけである。」（S．21）

彼を特徴づけるものは何もない。「彼を描写してみても

それはせんないことだ。彼を他の人たちと区別している

ものはほとんど何もない。」（S．21）他の人々の．なかに入

ってしまったら，ほとんど見分け’もっかないごくありふ

れた男である。

　しかしこの男を決定的に特徴づけている点がある。そ

れは「ものを言わない」ということだ。彼は「．もはやひ

と言も喋らない。」（S．21）何かがもとで彼はことばを失

う。だがことばを失うということは意思疎通の手段を失

うということであり，外界との接触を失うということで

ある。それは共同体の外に身をおく結果になる．。

　どうしてこの老人は孤独で自閉的な立場に立つように

なったのか。この沈黙は強いられた沈黙なのか，それと

も自ら選びとった沈黙なのか。ピクセルはこの沈黙にい

たったひとりの男の話を語り始める。

　この老人のかつての生活は具体的には述べられていな

い。推測をもって語られるだけである。結婚もし，子供

もいたらしいところがら，ごく普通の市民生活を送って

いたらしいことをうかがわせる。「この老人は朝散歩を

し，午後また散歩をし，．隣人と二言用言ことばを交わ

し，晩にはテーブルに向かって坐った。」（S．22）これが

日課で，　「日曜月．とて例外ではなかった。」　（S．22）日

のあるうちは散歩に時を費し，暗くなればテーブルに坐

るという日々の過程のなかにどれほどの特別なことがあ

るといえるのだろうか。そこには変化など起こりようも

ない。一日一日がまるで定められた軌道を歩むかのよう．

に，同じことの繰返しである。昨日も一昨日も今日と同

じ一目であり，明日も明後日もまた同じ一一日が待ちうけ

ている。毎目のひとつひとつが少しも変わるこξなくそ

こにあり，繰返される。テーブルについた老人は「時計

の時を刻む音を聞いていた。」（S．22）時間とは時計の

音にのせて追いやり，消費されるべき性質のものであ

る。心をとらえ，夢中にさせるものは何ひとつない。生

きるどいうことは：時計に耳を傾けて時を消化しでいくこ

とであり．，ただ倦怠感をかきおこすだけめものである。

そこにあるのは，．ありふれた且常，．．繰返さ’れる月常の無

為．ど倦怠の：なかに浮遊しているだけ’の入生である℃

　そうした生活淋ある潤を．境に1して一変ナる。その「特

別な：日．」に1憎き：な変化がこの男の身1におこ．っ．た。fこの

男は何もか：もすべてのものが突然気に入っ．た。」《S．23）．

彼ぱ微笑を浮かべる。「さあ，これからは何もかもすつ

か．り変わるだろう」・（S。：2砂と考える。周囲・にあるすべ

ての竜のが好：ましく，、五感にあふれるよ’うにとびこ．んで

くる。暑すぎず寒すぎない陽光，鳥のさえずり，親しげ

な人々，遊んでいる子供たち一それらが洪水のように

彼の体内へ流れこんでくる。思わず微笑まずにはいられ一

ない。気分は晴れやかになり，「シャツの一番上のボタ

ンをはずし，帽子を手に持ち，歩を早めた。」　（S23）。

子供たちにはうなずいてみせ，足どりも軽く階段をかけ．

のぼる。自分の部屋のドアを開けてみる。だが「部屋の一

なかは何もかも同じままだった。」　（S．23）当然部屋の・

なかも変わっていなければならないはずなのに，目の前．

にあるのはいつもと同じ部屋，変わらぬ現実である。た．

ちまち喜びは消え，かわりに怒りがこみあがってくる。

彼は拳をまるめてテーブルを叩いた。

　世界は変わらなければならない。この男の内部で何か

が起こり，何かが変わった。それにつれて世界も変わウ

たはずなのである。少なくともこの老人にとって世界は．

もうひ．とつあるはずだ。何の変化も認められない「現一

実」を前にして，変容をうちに経験したこの男は，苛立．

たしさをおぼえながら，「変わらなければならない」と

呪文を唱える。この呪文を唱えな．ければい．られないの・

は，彼自身の内部で起こった変化が彼の人生，彼の存在

のありようと深く結びついていることを，この男は感じ

とっているからだろう。無為と倦怠の．目々を過ごしてぎ．

た．この老人にとっていまや周囲は光彩にみち，生気にみ一

ちる。そうした世界を垣間．見，その存在を．知ったものに．

は，生気のない澱んだ世界が再び．自分を包むことに堪え

られない。すべてが変わらなければならな．いのである。

　この男はどうやって世界を変えようというのか。彼は．

物の名前を呼びかえるということでそれをかなえる。

「『どうしてベットは絵ど呼ばれていないのだ。』男はそ

う考えて微笑を浮かべ，それから声を出して笑った。

一略一『今度こ．そ変わる．ぞ。』そう彼は叫んだ。彼

はそれからはベットをr絵』と呼んだ。」（S．25）

　こうして彼の物の名称がえが始まる。周囲にあるもの

を次々に呼びかえていき，その作業に熱中する。「この

男にはそれは楽しかった。彼は一日中それをしては新し．

い語を頭に刻みこんだ。いまやすべてのものが呼び名を’

かえられた。」（S．27）この名称がえは名詞だけにとどま

らない。動詞もま「た別の動詞におきかえられていく。老

人ば青いノートを買い求め，．それに寄しい語を書きつけ「

ていくσノー．トいっ＝ぱいに書きつけられた新しふ語を覚：

え．て：いきゴかわ貫りにも．との語を次々之忘れていく。

　老人は物の名を呼びかえていきながら，現実の薄い皮：

膜を一枚また一枚と側がしていって，その奥にひそむ未：

知の領域へと踏みこんでいくのである。

　新たに獲得されたことばは彼だけのこ．とばである。

「・自分だけの．ものである新しい．ことばを彼はいまや持ウ

た。」（S；28）自分だけの新し．いこどばの獲得は，もう

ひとつの現実を創り出し，：「現実」の世界をひつく・り返
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してしまう。新しいことばの創造によっ．て彼は世界を変

え，もとの世界からの脱出をはかり，成功する。

　この老入をこうした「ことば遊び」に駆りたて，とれ

ほどまでに夢中にさせるのはなにか。またこのことば遊

びによって老人が変えようとしたものはなんなのか。そ

の理由をわれわれは彼の生きた「子供時代」に求めるこ

とができよう。

　彼が子供として生きた時代は「子供が大人と同じみな

りをし．ていた時代だった。」（S．22）子供たちが大入と同

じ服装をしていたということは，言い換えれば，大人の

世界，大人の秩序のなかへ子どものうちから編入された

ということである。なぜならば，「服装」や「衣服」はあ

る世界や秩序を象徴するものだからである。彼らは子供

だけの世界，子供だけに与えられるはずの経験の世界を

奪いとられ，ついにそれを持つことを許されなかった。

幼くしてすでにひとつの現実の秩序の枠組みのなかに生

きることを，この男たちは強いられたのである。この男

にとって「世界」とはすでにあるもの，与えられたもの

であり，大人たちが生きている世界なのだ。このすでに

ある，与えられた「現実」のなかに生きること，それこ

そが「生きる．」ということの意味だった。市民としての

生活，人生とはそうしたものだった。秩序を理解し，そ

のなかに生きることで，共同体のなかでの市民権は保証

ざれるのである。

　市民権を保証される．かわりに，奪われた幼年時代は永

久に失われたままである。この失われた幼年時代，そこ

にあるべきもうひとつの現実，それを取り戻そうとする

試みこそがこ．の「ことば遊び」である。したがってこれ

は単なること．ばのうえだけの問題ではなく，’ひとりの男

の存在と・密接かつ不可分に結びついたものだ。

　ことばという．ものがある約束事のうえに成り立ち，語

相互の間に関連性を生み出してひとつの秩序をつくりあ

げでいるのに，ある事物．に別の呼称を与えるということ

は，その背後に，現にあることばの．関連性というも．のが

無視さ．れ，無効とされているどいうことがな．ければなら

ない。そうした前提のもとで，個々の語は孤立させられ，

既存の意味が剥奪されるのである。事物の．自称がえはし

たがって，既成の関連性を排して，語と語・の新たな組み

合わせを行ないデ新たな別の関連性を生み出しでいく作

業にほかなら．ない。それは新しい秩序を必然的に生み．出

し，既成の世界とは異なるもうひとつの世界を出現させ

ることになる。

　老人のこの7ことば遊び」はしかし，対象となる事物

そ．のものを注意深く観察したり，ありのままに見ようと

したことからでてきたのではない。こ．の遊びの出発点は

むしろいまある語相互の結びつき，こどばの関連性を断

ち切り，こと’ばの秩序を組み替えることにある。それは

彼の遊びがも．ともとすでにあることばを用いて，そのい

わば「おきかえ」を行なっていることから言えよう。こ、

の「組み替え」によって現実世界の秩序を組み替え，も．

うひとつの世界・秩序を築こうとするのである。

　老人のことば遊びによって日常の言語はその約束事を’

破壊され，意味の体系は解体されて語はそれぞれの意味・

から解き放たれる。そのとき既成の秩序は崩壊し，老人

の手による新しい秩序が構成される。これまでの社会が・

指し示していた存在の方向とは別の方向がそれによって

示されることになる。

　これは現実の秩序に対する異議申し立てであり，否定

であり，解体である。この男は子供のうちから身にまと．

わされた大人の世界，すなわち現実の秩序，目常性の原

則を脱ぎすて，その世界に訣別を告げる。彼をこれまで

縛りつけていたもろもろの範から自らを解放して自分だ

けのことば，自分だけの世界をつくっていく。

　それは彼自身の失われたアイデンティティの回復をめ

ざす戦いとなるだろう。いまだ自分という存在への認識

を、もたない子供のうちから，強力な枠を．はめられて共同、

体への適応を強いられたこの男が，自らのアイデンティ．

ティを求める行動に出たのである。奪いとられたアイデ

ンティティを奪い返すために，　「今こそ変わらなければ

ならない」と呪文のように唱えながら，この男はいまい

る世界からの脱出をはかる。その脱出はあの「ことば遊

び」によって行なわれる。彼はひたすら・秩序の組み替え．

に専念し，この孤独な作業のなかから自己の存在の方向．

を探り出そうとするのである。

　ことばの主人になることで，彼は自分自身の主人にな．

る。ことばを共同体の手から奪いと．り，自ら事物に命各

することによって自分の世界を創造し．ていく。与えられ．

た生ではなく，他のだれのものでもない自分だけの人生

を自分の手で築こうとするのである。

　この老人のことば遊びば聞をもって始まつ．た。どうし

てテーブルはテーブルと呼ばれ，ベットはベットを呼ば

れるのか。どうしてベットは絵と呼ばれない．のか。つま

りこの男は．「きまりきったこと」とされていること：に開：

を発す．るσそれは．とり．もなおさず，「きまりきったこと■・

の背後にひそむ矛盾や不合理や欺隔に対する批判・抗議

へとつながる。ビグセルは，ことばによって体．現される

ひとつの世界，きまりきった世界，すでにある．秩序にう1

さんくさいものをかぎとり，疑義を表明する．。おのれの．

存在についても，おのれのおかれて’いる状況についても

思いをめぐらすことがまったくできないか，できても不

十分なものでしかな「い年齢のうちから，人々を搦めとり野

編入を強要する共同体というもの，いま目の前にある

．「現実」と．いうものを，ことばの面か．ら撹乱し，そこに．

支配する論理の栓楷から精神を解放しようとするのだ。．
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・そして現実の秩序を解体したうえで，　「現実」そのもの

rを消滅させようとする。老人のノートに記されている無

数のことばは，彼によって集められた現実の破片であり，

残骸である。

　子供のときにすでに封じこまれてしまった「自分は何

・ものなのか」という問は，老人をことば遊びへと促し，

現実の世界の呪縛から彼を解放し，「自分のことば」の

獲得にむかわせる。強いられたとはいえ，「答」のなか

・に生きてきたこれまでの人生にあって，老人が発したあ

の問は，奪われたアイデンティティの回復をめざす戦い

を告げるものとなった。その日以来，この男は「問の世

界」に落ちこみ，その世界に生きることになった。

　大人の世界は答の世界だ，とピクセルは言う。「ひよ

．つとしたら大人であるということは，聞うこともなく答

のなかに生きること，嘲わずして答をもっていることを

意味している。」エ）「子供は問のなかで生きることができ

・き，大人は答のなかに生きる。」2）老人は大人の世界に生

き，答の世界に生きてきた。この男を，ビグセルはあ㊧

．欄をもって，　「問の世界」へ移す。　ことぽ遊びのため

・に，　日常の社会の原則や有用性は転倒され，　倒置され

ゐ。同時にそれは，大人の論理篇秩序の有効性を疑わ

せ，その唯一絶対性を揺さぶる。一見うこかしがたくみ

」．える論理も，普遍妥当と思える論理も，容易にその正当

・性を覆しうる性質のものであることが示される。

　ことばからそれのもつ個有の意味を剥ぎとるというこ

之は，反社会的な行為である。なぜならぽ，「《意味》

の認識はすでに社会的行為なのである。こうして人間は

《意味》という深さ・厚味を与えられた共同体的世界の

・中で生きており，またこのような《意味》による深さの

中で生きることが，ふつう《人間的》とか『常識』とか

・《正気》とか呼ばれていることの実体であるわけだ。」3）

老人のことば遊びは，「常識」とか「人聞的」’とか三段

々こ呼ばれているものへの異議申し立てであり，「否定であ

り，攻撃であるという面をもつ。いわば秩序への叛意を

二意味するものである。日常の社会で通用していることば

・は，問を奪われた御仕着せの答の世界のことばである。

　「ことば」と「もの」との間のこうした歪んだ関係は，

：たとえ．ば同じ作品集に取められている「アメリカなんて

、ありゃしない」Amerika　gibt　es　niCht．という物語の

なかでも語られている。コロンバンが発見したとされる

「アメリカ」なる国について，人々の口から語られる．こ

とはまったく同じもので，．新しい土地「アメμカ」．も準

”ちまちひとつの特定の意墜にみたされる。「とちか．く；だ．

、れもかれも同じことを語り，だれもかれもが旅行に発つ

前からとうに知っていたことを語っている。」4）この「ア

メリカ」に象徴されるように，「事物」1よそれを見聞し7

1経験し，五感をとおして触れられ感得される前から，す

でにひとつの答を与えられている。．噌個の人間も，「大

人と同じ服」を着せられる。自分の存在に関しても，問

う前に答があり，その与えられた答を身につける。自分

自身に関わる根源的な問ですら，ひとがその間に直面す

る前に，すでにその答を与えられているのである。秩序

という大人の服は，その答を先まわりして与え，問その

ものを封じこめてしまうのである。

　ピクセルはこうも言う。「秩序というものを理解する

ということは，答のなかに生きるというこどを意味す

る。」5）つまり答のなかに生きるということは「秩序」

を理解することだ，というのである。だから秩序に生き

る大人にとっては，たとえぽ「戦争はなぜあるのか」で

はなくて，「戦争はあるのだ」し，　「なぜわたしたちに

は軍隊が必要なのか」ではなくて，　「わたしたちは軍隊

が必要なのだ」である。こうピクセルは言って，こうし

た闇を発する者（＝子供）は秩序というものがのみこめ

ていない者であり，　「既存の答の敵対者」6）であるとい

う。

　ことば遊びは秩序の撹乱をもたらす反社会的な遊びで

あり，アウトサイダーの遊びである。あの「特別の日」

を境にして，老人は「現実の世界」からこぼれ落ちた。

そのアウトサイダーとなった彼が試みたことは，「自己

との対話」だった。ことばが伝達の具として機能しない

ことが分かると，老人は沈黙する。そうして「自分自身

とだけ話をした。」（S．31）この対話をとおして，彼は自

分という人間に向きあい，自己の存在についての根源的

な問に直面し，この間に取組むことが可能になる。自分

自身と対話するとき，ことぼは自分㊧ζとばでなりれ密

ならなかった。新たに見出したこの間には，既成の答は

ない。しかしこの問を避けることはできない。沈黙のな

かに引っこんだいま，この聞から逃れることもできな

い。これは「人間」が自ら引き受けるべき問である。自

己との対話は，この老人を社会的な類型としての人間か

ら「ひとりの人間」に変えるだろう。

　ことばと意味との結びつきは論理的な必然によるので

は．なく，社会的な約束事によって恣意的に結ばれている7）

のであれば，両者の結合をほどいて別の結びつきも可能

であることが示されたとき，両者を結びつけている「社

会的な約束事」の「恣意性」は露呈され，ときにはその

欺購性も暴かれよう。老人のことば遊びは，ことばと意

味とを結びつけている「約束」とそれを裏づける「論理」

のいかがわしさを明らかにする。これは単なる．ことばの

領域を超えて・そう確ことばの鞭する「社会」に対

しても根源的な疑義の提示となり，告発・否定となる。

ピクセルがこの小品をとおして指摘していることは，こ

とば自体のいかがわレさもさること塗がら8），哲しうこ

とば（音声や文字）とそのことばの指示する対象．とを結
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びつけ’ている社会的な約束事；現実祉会の論理の欺隔牲

と恣意性であり，その約束事への盲目的な隷属を強要す

る既成社会の構造である。この既成の秩序に対してピク

セルは拒否の態度を示す。彼は「秩序」を告発し，否定

する。

　ピクセルは「大人にならないことを決意した」9）とい

うが，それは「大人になれば分かる」といいつづけて，

「分別」なるものを要求し，「秩序」を理解することを

要求する大人たちへの訣別の弁であるとともに，大人の

「秩序」，大人の「世界」に対する公然たる否定と反抗

の弁でもある。この小品において繰り広げられる老人の

ことば遊びは，こうしたピクセルの姿勢を反映した，既

成の秩序を撹乱する試みであり，ことばを共同体の手か

ら自分たちの手にとりもどす試みである。

　老人が獲得したことばはしかし，彼が身をおいていた

共同体（社会）では通用しない。他の人々が言っている

ことが老人には分からないし，老人の言うことは他の人

人には分からない。ここではことばが話者の意思を伝達

するという機能をまったく持ちあわせていないのであ

る。人々の言うことが理解できないということはしかし

ながら，たいしたことではない。　「まがいもののこと

ば」が通じなくともそう「困ったことではない」。だが，

fほんとうのことば」が伝わらないということは不合理

なことである。　だから，ピクセルは，　このことの方が

「ずっと困ったことだ」し，この話は「悲しい話」であ

る，というのだ。（S．30－31）

　老入はことば遊びに深入りすればするほど，ますます

四囲の世界の堅固さと強大さとを思い知らされる。老人

が引き受けた戦いはつらい，孤独な戦いである。孤立無

援の戦いである。そのうえ彼が相手にまわした世界は圧

倒的に強大である。その強大な敵に彼は徒手空拳をもっ

て挑まなければならない。世界はその強大な力をもって

老人に沈黙を強いる。沈黙は同時に孤独を強いる。だが

この強いられた沈黙も，強いられた孤独もつまるところ

は，老人自身が選びとった沈黙であり，孤独である。

　「孤独」を積極的に背負いこまないかぎり，彼は「も

うひとつの世界」に生きることはできないだろう。こう

した孤独に身をおき，自己との対話を重ねていくことを

決意したものだけが，自分のことばを見出し，獲得する

ことができるのである。立ちどまって，大人にならない

決意を表明するピクセルもまた，こうした孤独な戦いを

戦うことを決意した人間であろう。孤独を運命として積

極的に身に引き受けることを決意した入間であろう。こ

うした孤独は，だれもが引き受けられるものではあるま

い。それをできるのは，やはり選ばれた者だけである。

この老人のようなそうした選ばれたものの行動は決して

華華しいものではないが，それでもやはり英雄的な行為

だ。真の人間的な偉大さとは，むしろこうした孤独な営

為のなかにこそあるといえよう。
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